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10 月 28日㈯　群馬県民の日
市内博物館・美術館　入館料無料
　当日は、岩宿博物館とコノドント館、富弘美術館に
無料で入館できます。

第 78回企画展示
岩宿Ⅱ石器文化からみた関東地方
　北関東と南関東で遺跡数や石器に大きな変化が見ら
れるようになった岩宿Ⅱ石器文化の時代の特徴を見つ
め直します。
期間　10月７日㈯～11月23日（木・祝）
その他　10月22日㈰午後２時に解説講座を開催

岩宿フォーラム／シンポジウム
　北関東と南関東各地方の遺跡数の変化や石器の製作
技法から、岩宿時代における人々の移動について、検
討・議論します。
日�時　11月４日㈯　午後１時30分～５時
　　　11月５日㈰　午前９時30分～午後３時30分
会場　笠懸公民館�１階交流ホール
定員　60人
内容　シンポジウム「更新世末期から完新世初頭にお
　ける遊動的狩猟採集民」
申��込方法　住所・氏名・電話番号・所属を記載の上、
郵送、ファクス、電子メールのいずれか
　で申し込む。
申��込期限　10月27日㈮
●�岩宿文化賞作品展
期間　11月７日㈫～19日㈰
会場　１階 ロビー（ロビー展示の観覧は無料）

第 104回企画展
大間々と四人の画家
　大間々町にゆかりのある
４人の画家、小林真二、礒
部草丘、遠藤璨

さ ん か

果、オノサ
ト・トシノブの作品を展示
します。
期�間　11月26日㈰まで　
会場　２階�展示室

笠懸地域文化祭
　舞台発表や作品展示のほか、各種イベントも行われ
ます。詳しくはお問い合わせください。
●�展示部門
時間　午前10時～午後６時（15日は午後４時まで）
会場　笠懸公民館
内容　絵画や写真、陶芸などの作品展示
●�ステージ部門
時間　午後１時30分～４時（15日は午後３時40分
　まで）
会場　グンエイホールPAL
内容　ダンスや舞踊、フラダンス、楽器演奏など
●共通事項
期日　10月14日㈯～15日㈰
問い合わせ先　笠懸公民館

東地域文化祭
●�展示部門
期日　10月14日㈯～15日㈰
時間　午前10時～午後４時（15日は午後３時まで）
●�芸能部門
日時　10月14日㈯　午後１時～３時
内容　ハンドベル、ハーモニカ、コーラスなど
●共通事項
会場　童謡ふるさと館

問い合わせ先　東公民館

ノルディック・ウオークの行き先が
そば打ち体験の教室　参加者募集
　ノルディック・ウオークは、手軽で、全身運動効果
の高いエクササイズとして注目されています。
　今回は紅葉の風景を楽しむコースでノルディック・
ウオークをしながら、そば打ち体験も行います。
期�日　11月23日（木・祝）※荒天時中止
時間　午前９時から（４時間程度）
集合場所　多世代交流館
対象　市内在住・在勤・在学者
定員　15人（先着順）
内�容　ノルディック・ウオーク体験（約８㎞のコー
ス）、そば打ち体験（打ったそばは持ち帰り）
講�師　獅子内珠羅、(有)浅原体験村
参�加費　２千円
※�ポールを持参する人は、1,500円です。事前にお
伝えください。
持�参する物　飲み物、ウエストバッグやリュックサッ
クなど両手の空くかばん、運動できる服装
申�込方法　電話または電子メールで申し込む。
申�込期間　10月23日㈪～11月13日㈪（午前９時
～午後５時）
申込・問い合わせ先　大間々公民館（電子メール
　okouminkan@city.midori.gunma.jp）

童謡の父　石原和三郎　没後 100年記念事業
落語と対談
　創生落語「石原和三郎物語」と対談「石原和三郎が
生きた時代」を開催します。
日時　10月22日㈰　午後２時開演
会場　童謡ふるさと館
料金　一般…500円、高校生以下…無料
出演　三遊亭楽麻呂、齊藤洋一、黒古一夫
問い合わせ先　東公民館

笠懸野文化ホール開館 30周年記念事業
宮川彬良とパシフィックフィルハーモニア東
京コンサート

　オーケストラと共に映画音楽とクラシックの名曲を
披露します。
期日　10月29日㈰
時間　午後２時開演（午後１時30分開場）
料金　一般…３千円、高校生以下…２千円
※全席指定、４歳未満の入場はご遠慮ください。

アートライブ in みどり市
　音楽と書道、サーカスの分野から、石原和三郎の楽
曲や親子で楽しめるパフォーマンスを披露します。
期日　11月５日㈰
時間　午後１時開演（午後０時30分開場）
料金　一般…千円、高校生以下…500円
※全席自由、０歳から入場可、１人１枚チケット必要

企画展　それでも咲いた
　富弘さんは草花を通して、命の力強さやはかなさも
見つめ、添えられた詩は私たちの背中をそっと押して
くれます。自分ではどうしよ
うもできないものにぶつかっ
たとき、富弘さんの詩画は、
私たちが奥底に持つ命の輝き
を教えてくれるようです。
　本展では、花を通して生命
に向き合う作品やエッセイを
紹介します。
期間　11月26日㈰まで

みどり市民無料デー
　詳細は広報みどり９月号の５ページをご覧ください。
期日　10月16日㈪

●�折り紙教室・缶バッジづくり（要入館料）
期日　10月21日㈯
時間　午後１時30分～３時30分
指導　サポーター
●�定期朗読会
期日　10月28日㈯　
時間　①午前11時30分～②午後１時30分～
朗読　杲

ひので

の会

休館日／月曜日（祝日の場合はその翌日） �休館日／無休

休館日／月曜日（祝日の場合はその翌日）
休館日／月曜日（祝日の場合はその翌日）

「悲しみの意味」

小林真二「赤城 牛のいる風景」

電子メール申し
込みはこちら

休館日／月曜日

休館日／月曜日（祝日の場合はその翌日）




